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石製品には、平玉 5 点、軽石製品 1 点がある。平玉の石材は、 4 点が緑泥石岩製（ 2 ～ 5 ）、 1 点
がタルク-緑泥石岩製（ 6 ）と鑑定された。軽石製品（18）は、円盤状の製品の破片かもしれない。

この他、平成26年度に回収した彫器（H26-10）、彫器削片（H26-11）も暁式期のものであろう。
縄文時代後期後葉の玉類について　

P-11・19及びT66区Ⅰ層から、縄文時代後期後葉の玉類が出土した（56～73）。石材はⅥ章 7 で述
べられているように、P-11に褐鉄鉱-石英岩（60）が 1 点あったが、それ以外は全てヒスイと鑑定さ
れた。ヒスイの色は、緑色部分が半分以上を占めるもの（56～58・61・62・64～68・70・72・73）と、
緑色部分が少ないもの（59・63・69・71）があり、前者には半透明のもの（61・62・65）も見られる。
褐鉄鉱-石英岩のもの（60）は、表面の約半分が点々と剝落しているが、残存部分は暗緑灰色、剝落
部分は橙色である。

P-11から出土した玉（56～71）は、完形品14点、破片 4 点である（69～71は土壌の水洗選別で回収）。
破片は 4 点中 2 点が接合し（70）、残り 2 点は同一個体（うち 1 点を71に図示）であることから、玉
の個数としては16点（ヒスイは15点）である。玉は67を除き直径1.0㎝未満の円形で、厚さが直径の
6 ～ 8 割程度の数値であることから、小玉に分類される（鈴木2013）。ただし、65の平面は隅丸方形
にも近い。なお、67は長径1.1㎝を測る楕円形であるが、厚さは他の玉と変わらないので、便宜的に
小玉と呼称した。

いずれの小玉も主に片面（実測図正面）から穿孔されたとみられ、形態は碗状を呈する。孔の平
面形を見ると、正面は概ね正円であるのに対し、裏面は孔の縁に凸凹や角があるもの（56～61・64・
66）とないもの（62・65・68・69）があり、後者は裏面からの補足的な穿孔または孔の整形によって、
孔の縁の凸凹や角が除かれた可能性がある。特に65・68は裏面の孔が正円で、周縁が非常になめらか
であることからその可能性が高い。この他、56は裏面の孔周縁が明瞭に凹んでいる。凹みの大部分は
なめらかになってはいるが、元々は孔の貫通時に生じた剝離痕であるかもしれない。

P-11付近のⅠ層から得られた小玉（72）は、平面が不整な円形で、側縁が「く」字状に張り出す
部分がある。孔径は中央付近で最も狭く、両面から穿孔されたことが明らかである。

P-19からは平面が半月状の垂飾（73）が 1 点出土した。穿孔は片面（実測図正面）から行われて
いるが、孔の断面が裏面付近でわずかにすぼまり、裏面の孔周縁には剝離痕が見られる。正面の孔が
正円であるのに対し、裏面の孔が略円形であることを考え合わせると、孔の貫通時に裏面の周縁部が
剝離した可能性がある。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

トプシナイ 2 遺跡 遺物包含地

縄文時代
続縄文時代
擦文文化期
アイヌ文化期

住居跡 3 軒
土坑・土坑墓24基
焼土16か所
礫集中17か所
剝片集中11か所
土器集中21か所
炭化物集中 1 か所
Tピット 1 基

・土器
・石器
・石製品
・金属製品

川岸に営まれた遺跡

イカベツ 2 遺跡 遺物包含地
縄文時代
続縄文時代
擦文文化期

住居跡13軒
土坑・土坑墓83基
焼土12か所
遺物集中 1 か所
剝片集中 1 か所
土器集中 2 か所
杭列 3 か所
Tピット 1 基
小土坑 2 基

・土器
・石器
・石製品
・ガラス製品
・金属製品

早期暁式期の住居群
と後期後葉（周堤墓
並行期）の土坑墓群

要約

　トプシナイ 2 遺跡はトビスナイ川左岸、河岸段丘の斜面～低位部、標高20～22mに位
置する。遺跡は縄文時代前期前半・後期後葉が主要な時期である。

　イカベツ 2 遺跡はトビスナイ川左岸源頭部、段丘の頂部～斜面部、標高32～35mに位
置する。遺跡は縄文時代早期中葉・後期後葉が遺構の主要な時期である。
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